
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ５回 開催期間

参加者数 １０名 内訳 小学４年生 ４名 小学３年生 ２名

小学５年生 ３名

小学６年生 １名

令和６年８月５日～令和６年８月２２日

　山　西　　実（幸手市教育委員会教育長）

なし

なし実行委員長

令和６年度　子ども大学さって

子ども大学○○実行委員会

子ども大学さって

学長

副学長

実行委員

（関係団体）

なし

問合せ先



３．実施内容

８月５日（月）

９：３０～１２：００

実際に街中を歩いているような映像でした

８月８日（木）

９：３０～１２：００

商品管理や出荷の作業は最先端ロボットが！

２日目 開催日時

講義名 「幸手市に世界最先端の物流ロボットが！」

１日目 開催日時

ふ

る

さ

と

学
講師

幸手宿観光ガイドの会

会　長　中　島　克　恵　氏

副会長　小野田　芳　弘　氏

会場

講義名

日本保健医療大学幸手北キャンパス

映像イベント「幸手市の歴史を学ぶ」

は

て

な

学

会場 トラスコ中山(株)プラネット埼玉

講師
トラスコ中山(株)プラネット埼玉

副センター長　武　田　欣　士　氏

写真

写真



３．実施内容

８月１９日（月）

９：３０～１２：００

バラバラの骨格模型を力を合わせて完成させました！

８月２０日（火）

９：３０～１２：００

排水機場のポンプのしくみを模型で学びました

４日目 開催日時

講義名 「洪水から幸手市を護る強い味方！」

講師

日本保健医療大学保健医療学部

理学療法学科教授　中　野　克　己　氏

理学療法学科講師　浅　見　正　人　氏

３日目 開催日時

は

て

な

学

会場 日本保健医療大学幸手北キャンパス

講義名
「からだについて考えてみよう！理学療法を体

験しよう！」

講師 埼玉県杉戸県土整備事務所河川担当課長

ふ

る

さ

と

学

会場 埼玉県中川上流排水機場

写真

写真



３．実施内容

８月２２日（木）

９：３０～１２：００

白目米の稲穂はコシヒカリより背が高くたわわに実ってた

講師 お米マルシェいしつか　石　塚　　　保　氏

５日目 開催日時

ふ

る

さ

と

学

会場 お米マルシェいしつか

講義名 「まぼろしのお米、白目米って何？」

写真



４．参加者の声

第１日目（「幸手市の歴史を学ぶ」幸手宿観光ガイドの会）

　幸手市に今の駅のところにお城があったことを初めて知りました。

　日光までの参勤交代で宿場町としてとても栄えたことを学んだ。

第２日目（「幸手市に世界最先端の物流ロボットが！」トラスコ中山(株)）

　商品がたくさんあるけど、ほとんどロボットが仕事していた。人間はチェックしていた。

　幸手市は東京に近いし、圏央道の近くに工場があって、交通の便がよい。

第３日目（「からだについて考えてみよう！理学療法を体験しよう！」日本保健医療大学）

　首の長いキリンと人間の首の骨の数は同じ7個だとは驚きました。ほ乳類はほぼ同じ7個

　車いす体験が楽しかった。

第４日目（「洪水から幸手市を護る強い味方！」埼玉県中川上流排水機場）

　24時間監視カメラを遠隔操作して河川の水位を確認していることにおどろいた。

第５日目（「まぼろしのお米、白目米って何？」お米マルシェいしつか）

　白目米の稲穂は、ほかのお米より背が高い。

　白目米は江戸時代のころは、高級で贅沢なお米だった。今はほどんど生産されていない。

・家庭や自分では訪れたり見学したりすることができない場所に行け、多岐にわたるテーマで学べるところがよかった。

・それぞれの専門の方からお話を聞いたり、見たりして、毎回楽しかったといって体験したことなど話してくれました。

・毎回、専門の先生方がわかりやすく、ていねいに指導をしてくれて「楽しかった」と言っていました。

・このようなチャンスをもっとたくさんの児童に体験してほしいと思いましたが、少人数だからこそ、１人ずつの体験時間が

たっぷりあったのかなとも思います。

・昨年と今年と２回目の参加ですが、内容もかさなっておらず、新しいテーマを学べたので、来年も参加したいといってい

ました。

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）


